

























あれば、ダンカン・ウェイス（Duncan,R. and Weis,A, 1979)､ワトキンス・マーシック（Watokins,K.




































































1980年前後を境にして、プリゴジーン・スタンジェール（Prigogine,I. and Stengers,I., 1984）の散







































































































































このことは､ホロン概念(12)を提示したケストラーら（Koestler et al., 1969）も､同じく中間体の存
在としての亜全体（sub-wholes）が、システムの安定性を保持するうえで欠かせないことを示した。






















その一部だけが短期記憶（ short term memory ）として保存される。しかし、ディカーソン
（Dickerson 1978）によれば、その情報がその人にとってかなり重要で幾度か反復されると、中期
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